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テロ事例

国内で発生した水道施設に対するテロ事例
2000年以前のテロ事例
水道事業においては、成田国際空港の整備に対して、過激派によって昭和53年6月千葉県北総浄水場への廃油・毒物投入事件が発生している。北総浄水場の沈殿地に、廃油120リットルと殺虫剤ダイアジノン、バイジット計12kgが投入。発見は午前11時、投入は全日夕刻と推定された。犯行から発見まで約16時間と推定されるが、沈殿池－ろ過池－配水池までの状況で発見され、実害はなし。管理本管から死角となる場所の有刺鉄線の一部を切断して侵入。成田空港に反対する過激派の組織的、計画的犯行と断定。
空港開港日に、現地の開港粉砕集会で反対同盟の戸村一作委員長が、「水や電気、交通機関などを止め、あらゆるゲリラ活動を展開し、成田空港を廃港に追い込む」などの宣言があり、また、ジェット燃料輸送列車妨害事件、空港管制塔破壊事件、空港周辺電話ケーブル切断事件、京成電鉄スカライナー焼打ち事件、東京航空交通管制ケーブル切断事件、日航ホテル成田、転業農民の関連会社社員寮、大韓航空社員寮、空港付属下水道施設などへの一連の火炎ビン投入事件、東京航空局山田レーダー基地・筑波レーダー基地襲撃事件、東京電力送電塔倒壊事件など関連施設に対するゲリラ活動が相次いだ時期に起きたテロである[footnoteRef:1]。 [1:  水道公論（S53.11月号）] 



2000年以降のテロ事例（2010年までに確認できた事例）
	
	年
	都道府県
	内容
	備考

	1
	2001
	岐阜県
	大規模県営水道の水源ダム湖に大量の毒物を投入したとの通報。緊急水質検査や監視強化、取水停止の準備等を実施（詳細は下記※参照）
	未遂

	2
	2004
	愛知県
	貯水槽に殺虫剤投入。飲用禁止、給水栓で白濁確認。貯水槽の天井の一部が切り取られ、園芸用の殺虫剤の袋を確認
	

	3
	2007
	岐阜県
	配水池（1000t）の蓋が何者かにより破壊。給水停止、配水車配置、緊急検査、施設の洗浄・消毒を実施。460戸の断水が発生
	

	4
	2010
	兵庫県
	沈砂池に油状液体浮遊。取水停止及び油・ビニール袋の除去。水質汚染（原水、浄水）実施
	

	5
	
	熊本県
	農薬（有機リン酸殺虫剤）の混入
	



· 2001年 牧尾ダム毒物混入事案（未遂）
2001年（平成13年）7月27日 午前8時27分、岐阜県東濃地域5市1町を給水区域とする東濃用水道の水源である牧尾ダムに毒物（青酸カリ）を投入したとの通報が海上保安庁第4管区保安部にあり。岐阜県東濃地域保健所を中心に危機管理対応を実施。
東濃用水道事務所による河川パトロール、緊急の取水停止に備えた調整池での取水開始、場内監視水槽での魚類の異常監視等を実施。
国土交通省並びに愛知県、長野県木曽保健所、岐阜県の各関係機関における簡易水質検査（パックテスト）、関西電力の各ダム目視監視においても異常が認められず、同日19時30分に危機管理体制を解除。牧尾ダムからの放流を再開。






飲料水を介して発生した健康危機事例（1983年～2012年）[footnoteRef:2] [2:  岸田直裕、松本悠、山田俊郎、浅見真理、秋葉道宏「我が国における過去30年間の飲料水を介した健康危機事例の解析（1983～2012年）」『保健医療科学』Vol.64 No.2 p.70－80（2015年）] 

過去30年間に飲料水を介して発生した健康危機事例は約590件以上。30年間の合計では化学物質による健康危機事例が最も多かった。人為起源と考えられる油類、農薬、有機化合物、無機物質、消毒副生成物等が多かったが、ヒ素等、天然（地質）由来の汚染物質による健康危機も報告されている。
過去30年間における水道・水源の種類別の健康危機事例数の割合を示す。収集された全健康危機事例数で見ると、上水道で健康危機の発生割合が高いが、健康被害が発生した事例に絞ると、専用水道や小規模水道での健康危機が多い。その理由として、上水道では相対的に水質管理体制が整備されており健康被害に至らない水質異常について発見・報告できる体制が整備されているが、小規模な施設では健康被害が明白になるまで水質異常を把握が困難であり、発見した異常を報告する体制も整っていないことが挙げられる。
	[image: ]




海外で発生した水道施設に対するテロ事例（2000年～2006年）
	
	年
	国
	内容
	備考

	1
	2000
	ベルギー
	北フランスの化学工業の労働者が5,000ℓの硫酸を川支流に廃棄
	

	2
	
	オーストラリア
	コンピューターと無線を使って下水システムをコントロールし、下水を放流
	未遂

	3
	2001
	イスラエル
パレスチナ
	イスラエルによる貯水槽の破壊、タンカーによる水運搬の妨害等
	

	4
	
	マケドニア
	2つの湖の施設が破壊され、人口10万人の地域への給水が停止
	

	5
	
	フィリピン
	ゲリラ集団が主要なキリスト教の町の水道用水を汚染するとの脅迫
	未遂

	6
	2002
	ネパール
	ゲリラ集団等が敵対する地域の水力発電所、水道施設を爆破
	

	7
	
	イタリア
	アメリカ大使館を狙ってローマ市水道をシアン化物で汚染
	未遂

	8
	
	アメリカ
	シアトル在住のレバノン人に対して、遠方のテロ組織より水源汚染の指示
	未遂

	9
	
	コロンビア
	首都ボゴタに水を供給するダムの水門バルブを破壊
	

	10
	2003
	アメリカ
	国際電話より「アルカイダは欧米の都市の水道に毒を入れる可能性」を示唆
	未遂

	11
	
	コロンビア
	浄水場の爆破により水道民営化の協議を行っていた労働組合員が死亡
	

	12
	
	ヨルダン
	アメリカ部隊への水道用水を汚染する計画に関与した工作員を政府が拘束
	未遂

	13
	
	イラク
	バグダッドの水システムが攻撃され、主要な送水管が爆発
	

	14
	2003-4
	スーダン
	内戦によって井戸が破壊、汚染
	

	15
	2004
	インド
	治安維持部隊を標的に、水道施設に仕掛けられた爆弾が爆発
	

	16
	2006
	スリランカ
	政府が開拓した地域の村への水を断絶。政府軍が反撃に現地の貯水池を攻撃
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